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国
際
線
増
便
の
た
め
と
し
て

今
月
29
日
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
羽
田
空
港
新
ル
ー
ト
。
危
険

性
な
ど
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
樫
田
秀
樹

さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
（
見
出
し
は
編
集
部
）

1
月
18
日
。
定
員
70
人
の
部
屋

は
約
1
5
0
人
に
埋
め
尽
く
さ

れ
、
「
羽
田
空
港
の
飛
行
新
ル
ー

ト
を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
」
と

の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

今
年
3
月
29
日
か
ら
、
国
際
線

の
羽
田
空
港
へ
の
離
発
着
に
新
ル

ー
ト
が
導
入
さ
れ
る
。
従
来
は
、

都
心
で
の
騒
音
を
避
け
る
た
め
、

羽
田
空
港
を
離
発
着
す
る
飛
行
機

は
「
海
（
東
京
湾
）
か
ら
入
っ
て

海
に
出
る
」
ル
ー
ト
を
飛
ん
で
い

た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
「
陸
（
都

心
）
か
ら
入
っ
て
陸
に
出
る
」
ル

ー
ト
の
運
用
が
始
ま
る
の
だ
。

国
土
交
通
省
は
、
2
0
1
4
年

7
月
8
日
、
増
え
続
け
る
外
国
人

観
光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
に
羽

田
空
港
は
年
間
3
万
9
0
0
0

回
、
成
田
空
港
は
4
万
回
の
増
便

が
可
能
と
す
る
試
算
を
出
し
た
。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
の
が
新
ル
ー

ト
案
だ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
は
、
新
宿
、
渋
谷
、

品
川
と
い
っ
た
都
心
を
高
度
1
0

0
0
ｍ
未
満
で
の
飛
行
機
の
飛
来

を
意
味
し
、
大
騒
音
や
飛
行
機
部

品
の
落
下
が
避
け
ら
れ
な
く
な

る
。
そ
の
回
避
の
た
め
、
市
民
団

体
「
品
川
区
民
投
票
を
成
功
さ
せ

る
会
」
（
以
下
、
「
成
功
さ
せ
る

会
」
）
は
「
区
民
投
票
」
で
区
民

の
意
思
を
区
に
示
す
と
考
え
た
。

1
月
18
日
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
集
会

だ
っ
た
。

パ
チ
ン
コ
店
内

並
み
の
品
川
区

羽
田
空
港
に
は
、
南
北
に
延
び

る
Ａ
滑
走
路
と
Ｃ
滑
走
路
、
そ
し

て
東
西
に
延
び
る
Ｂ
滑
走
路
と
Ｄ

滑
走
路
が
あ
る
。

現
在
、
Ｂ
と
Ｄ
が
着
陸
に
使
わ

れ
て
い
る
が
、
新
ル
ー
ト
で
は
南

風
の
吹
く
15
時
か
ら
19
時
の
う
ち

3
時
間
に
限
り
、
Ａ
と
Ｃ
も
着
陸

に
使
う
。
そ
の
飛
行
ル
ー
ト
は
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

埼
玉
県
か
ら
南
下
す
る
飛
行
機

は
東
京
都
北
区
に
約
1
2
0
0
ｍ

の
高
度
で
進
入
す
る
。
新
宿
区
で

約
9
0
0
ｍ
に
高
度
を
下
げ
（
騒

音
は
70
デ
シ
ベ
ル（
db
）以
下
）、

渋
谷
区
で
7
5
0
ｍ
（
同
75
db
以

下
）
、
港
区
で
4
5
0
メ
ー
ト
ル

（
同
75
db
）
、
品
川
区
で
は
東
京

タ
ワ
ー
よ
り
も
低
い
3
0
0
ｍ
以

下
（
同
80
db
以
下
）
を
飛
び
着
陸

す
る
。

70
db
と
は
、
1
ｍ
以
内
の
会
話

で
も
大
声
が
必
要
な
騒
音
レ
ベ
ル

で
、
80
db
は
パ
チ
ン
コ
店
内
並
み

と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
着
陸
回
数
は
Ａ
に
は
1
時

間
14
本
、Ｃ
に
は
30
本
と
計
44
本
。

約
1
分
20
秒
ご
と
に
1
便
の
計
算

だ
。出

発
便
も
、
南
風
時
の
同
じ
時

間
帯
で
Ｂ
か
ら
毎
時
20
便
が
離
陸

し
、
川
崎
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
上
空
を

通
過
し
て
海
に
抜
け
る
。
北
風
時

に
は
、
7
時
か
ら
13
時
半
、
そ
し

て
15
時
か
ら
19
時
の
間
の
3
時
間

を
使
っ
て
、
Ｃ
か
ら
毎
時
23
便
が

江
東
区
や
江
戸
川
区
の
上
空
を
通

っ
て
北
上
す
る
。

2
0
1
4
年
7
月
8
日
に
こ
の

概
要
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
す
ぐ

に
新
ル
ー
ト
直
下
の
各
地
で
「
騒

音
は
い
ら
な
い
」
と
住
民
運
動
が

始
ま
っ
た
。

基
準
値
以
下
と

国
交
省
は
判
断

国
は
騒
音
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
。
私
は
国
交
省
航
空
局
に
質

問
を
入
れ
て
み
た
。

―
―
一
般
民
家
へ
の
防
音
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
？

「
防
音
工
事
は
し
ま
せ
ん
。新
ル
ー

ト
で
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
、
騒

音
は
航
空
機
騒
音
の
基
準
値
の
62

db
以
下
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
」

―
―
え
、
騒
音
は
70
db
以
上
の
予

測
で
す
よ
。

「
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
で
は
62
db
以
下
の
予

測
で
す
」

国
交
省
は
2
0
1
3
年
度
に
航

空
機
騒
音
に
「
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
（
エ
ル

デ
ン
：
時
間
帯
補
正
等
価
騒
音
レ

ベ
ル
）
」
と
い
う
指
標
を
採
用
し

た
。
1
日
の
騒
音
の
総
量
を
24
時

間
で
平
均
化
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。
た
と
え
ば
、
80
db
と
い
う
騒

音
は
「
瞬
間
最
大
値
」
で
あ
り
、

夜
間
の
静
け
さ
な
ど
と
合
わ
せ
て

総
合
判
断
す
る
と
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
で
は

62
db
以
下
と
な
る
の
だ
。

こ
の
見
解
を
、
品
川
区
の
「
羽

田
増
便
に
よ
る
航
空
飛
行
ル
ー
ト

に
反
対
す
る
品
川
区
民
の
会
」
の

秋
田
操
代
表
は
、
「
子
ど
も
は
野

外
で
遊
ぶ
な
、
患
者
は
外
の
空
気

を
吸
う
な
、
一
般
住
民
は
た
だ
我

慢
し
ろ
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
！
」
と
看
過
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

スタート集会会場に定員の倍以上
の約150人の住民が集まった

1
月
18
日
の
集
会
で
は
、「
成
功

さ
せ
る
会
」
が
参
加
者
に
住
民
投

票
の
具
体
的
手
順
を
説
明
し
た
。

①
請
求
代
表
者（
署
名
の
責
任
者
）

を
決
め
、
地
域
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
届
け
る
（
現
在
11
人
）
。

②
署
名
開
始
。期
間
は
1
カ
月
間
。

有
権
者
の
50
分
の
1
（
6
7
2
1

人
。2
0
1
9
年
12
月
2
日
時
点
）

以
上
を
集
め
る
。

③
署
名
を
選
管
に
提
出
し
、
有
効

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
請
求
代
表
者

は
区
長
に
直
接
請
求
す
る
。

④
20
日
以
内
に
区
長
は
区
議
会
を

招
集
す
る

⑤
区
議
会
が
「
羽
田
新
飛
行
ル
ー

ト
の
是
非
を
問
う
区
民
投
票
条

例
」
案
を
可
決
す
る
。

⑥
区
民
投
票
条
例
を
施
行
し
、
区

民
投
票
の
実
施
。

こ
こ
で
筆
者
が
気
に
な
る
の
が

⑤
だ
。
果
た
し
て
区
議
会
が
条
例

案
を
可
決
す
る
の
か
。
と
い
う
の

は
、
40
人
の
品
川
区
議
会
議
員
の

う
ち
、
条
例
案
へ
の
賛
成
は
現
時

点
で
は
過
半
数
以
下
の
15
人
と
推

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

飛
行
実
験
で

受
任
者
増
え
る

「
品
川
区
民
の
会
」
の
大
村
究

（
き
わ
み
）
さ
ん
は
こ
の
疑
問
に

こ
う
回
答
し
た
。

「
残
り
25
人
に
は
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
の
議
員
も
い
る
。
彼
ら
は
、
署

名
が
多
く
集
ま
っ
て
自
分
が
反
対

す
れ
ば
次
の
選
挙
に
響
か
な
い
か

を
気
に
し
ま
す
。だ
か
ら
、署
名
は

な
る
べ
く
多
く
集
め
る
必
要
が
あ

る
。
ギ
リ
ギ
リ
の
6
7
2
1
人
じ

ゃ
ダ
メ
。3
万
人
を
狙
い
ま
す
」。

こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
キ
ー
と
な

る
の
が
、
署
名
収
集
協
力
者
で
あ

る
「
受
任
者
」
だ
。
最
低
で
も
5

0
0
人
は
必
要
。
と
こ
ろ
が
、「
成

功
さ
せ
る
会
」
に
は
1
月
18
日
現

在
で
約
2
0
0
人
の
受
任
者
が
い

た
が
、
2
月
末
時
点
で
早
く
も
1

0
0
0
人
を
突
破
し
た
。

こ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
2

月
2
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
国
交

省
が
行
な
っ
た
、
実
際
の
旅
客
機

の
新
ル
ー
ト
で
の
飛
行
実
験
が
あ

る
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
そ
の
総

数
、
1
0
4
8
機
。
こ
の
と
き
の

「
家
全
体
が
振
動
で
震
え
た
」「
も

の
す
ご
く
う
る
さ
い
」
な
ど
の
実

体
験
が
関
心
を
深
め
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

た
だ
し
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
騒
動
で
「
成
功
さ
せ
る
会
」

が
予
定
し
た
集
会
も
延
期
と
な

り
、
署
名
運
動
の
開
始
時
期
は
未

定
。今
後
の
予
定
は「
成
功
さ
せ
る

会
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ《https://

shinagawatohyo.jimdofree.c
om/

》
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

東
京
23
区
の
半
分
以
上
の
区
で

は
新
ル
ー
ト
に
反
対
す
る
住
民
運

動
が
あ
り
、
そ
の
い
く
つ
か
は
1

月
18
日
の
集
会
に
も
顔
を
見
せ
て

い
た
。
今
後
の
運
動
の
広
が
り
を

注
視
し
た
い
。

着陸ルートは民家、病院、
学校を挟んでいる（増間碌
郎共同代表）

住
民
の
も
う
一
つ
の
心
配
は

「
落
下
物
」だ
。
飛
行
機
は
常
に
、

部
品
や
パ
ネ
ル
、
は
た
ま
た
氷
点

下
の
上
空
で
機
体
に
付
着
し
た
氷

を
落
下
さ
せ
て
い
る
。
国
交
省
に

よ
る
と
、
2
0
1
7
年
11
月
か
ら

2
0
1
9
年
10
月
ま
で
の
2
年
間

で
、
国
内
主
要
7
空
港
に
離
発
着

す
る
航
空
機
か
ら
1
1
8
0
個
の

部
品
が
欠
落
（
落
下
）
し
た
。

た
と
え
ば
、
2
0
1
8
年
9
月

に
は
、
大
阪
市
で
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン

ダ
航
空
の
胴
体
パ
ネ
ル
が
落
下

し
、
車
を
直
撃
。
2
0
1
9
年
5

月
25
日
に
は
、
熊
本
空
港
を
飛
び

立
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
か
ら
98
個
の
部

品
が
落
下
し
、
そ
の
い
く
つ
か
で

病
院
の
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
た
。

市
民
団
体
「
み
な
と
の
空
を
守

る
会
」
の
増
間
碌
郎
共
同
代
表
は

「
今
ま
で
海
に
落
ち
た
部
品
は
今

後
は
都
心
に
落
ち
る
。特
に
氷
は
、

着
陸
の
た
め
前
輪
を
出
す
衝
撃
で

落
ち
る
の
で
、
渋
谷
あ
た
り
が
危

な
い
」
と
の
被
害
を
心
配
す
る
。

「
品
川
区
民
の
会
」
も
「
み
な
と

の
空
を
守
る
会
」
も
、
署
名
、
国

交
省
と
交
渉
、デ
モ
、
集
会
、
区
議

会
へ
の
陳
情
な
ど
や
り
な
が
ら
、

計
画
へ
の
反
対
を
訴
え
て
き
た
。

だ
が
、
国
交
省
は
多
く
の
住
民

の
反
対
を
知
り
な
が
ら
、
2
0
1

9
年
8
月
8
日
、
「
住
民
の
理
解

を
得
た
」
と
声
明
を
出
し
、
2
0

2
0
年
3
月
29
日
か
ら
の
新
ル
ー

ト
運
用
を
発
表
し
た
。
こ
こ
に
至

り
、
品
川
区
民
が
選
ん
だ
の
が
区

民
投
票
だ
っ
た
の
だ
。

大
工

本
宮
顕
自

2
月
2

日
午
後
4

時
〜
6
時

の
間
、
大

井
町
駅
上

空
が
突
然

騒
音
に
見

舞
わ
れ
ま

し
た
。
夕

刻
時
の
せ
い
か
、
大
井
町
駅
周

辺
は
人
も
ま
ば
ら
で
試
験
飛
行

な
ど
し
て
い
て
も
気
づ
く
人
は

少
な
く
、
報
道
陣
ら
し
き
人
た

ち
が
に
わ
か
に
大
声
で
騒
ぎ
始

め
て
気
が
付
い
た
感
が
あ
り
ま

し
た
。

約
1
分
間
隔
で
ほ
ぼ
大
崎
方

面
か
ら
飛
来
し
、
や
や
東
急
大

井
町
駅
北
側
の
コ
ー
ス
を
変
え

て
来
た
り
、
高
度
を
変
え
て
の

飛
行
の
よ
う
で
、
圧
巻
な
の
は

車
輪
を
下
ろ
し
た
ま
ま
迫
っ
て

く
る
機
体
が
真
上
に
見
ら
れ
た

状
況
で
、
こ
れ
が
現
実
を
見
て

い
る
よ
う
に
は
思
え
な
く
、
バ

ー
チ
ャ
ル
映
像
で
も
見
て
い
る

よ
う
な
気
に
な
り
ま
し
た
。

大
井
町
は
羽
田
に
近
く
、
か

な
り
高
く
遠
く
に
飛
行
し
て
い

る
こ
と
は
た
び
た
び
で
す
が
、

こ
ん
な
に
間
近
に
低
空
飛
行
し

て
く
る
と
脅
威
に
思
い
ま
す
。

ま
た
横
田
基
地
や
沖
縄
の
基
地

周
辺
の
住
民
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
い
つ
か
落
ち
て
く

る
の
で
は
？

（
目
黒
）

陸
か
ら
入
っ
て
陸
に
出
る

１分間隔で飛来
大井町上空で車輪出し

大
騒
音
と
部
品
落
下
に
不
安

渋
谷
あ
た
り
に

氷
塊
落
ち
て
来
る

品
川
区
議
会
で
条
例
案
可
決
へ

３
万
人
の
署
名
を
目
指
す


